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　7月28日、恒例の「めだかの学校」が、今年も白石川緑地で行われました。

真夏の目差しの中、タイヤのチューブに乗ってゆったりと川を下ったり、せき止められた

浅瀬に放流されたニジマスを手づかみする子ども、自分の捕ったニジマスを炭火で焼いても

らいおいしそうにパクつく親子連れ、参加した2500人が、みんないろんな表情で白石川と

遊んでいました。子ども達の歓声のこだまする白石川の風景が一年に一度だけ戻る目です。

　次の日訪れてみた白石川は、何もなかったかのように、静かに時を刻んでいました。

（※白石川は遊泳禁止です。）
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皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
資
源
ゴ
ミ
、
は
、
仙
南
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
処
理
さ
れ
、
資
源
と
し
て

再
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
十
月
か
ら
、
白
石
市
で
は
、

ゴ
ミ
の
収
集
を
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
資
源
ゴ
、
、
、
、
不
燃
ゴ
、
、
、
に

分
け
て
回
収
し
、
よ
り
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
よ
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
飲
料
用

等
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
生
鮮
食
品
を
入
れ
て
い
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
」
や
「
牛
乳
パ
ッ
ク
」
の
リ
サ
イ

ク
ル
も
、
近
年
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
感
心
の
高
ま
り
と
と
も

に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
「
資
源
ゴ
ミ
」
の
行
方
を
追
い
な
が
ら
、
限
り
あ
る

資
源
と
環
境
を
次
の
世
代
へ
残
せ
る
よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
の
活
動

　
ま
ず
。
一
番
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
こ
と
で
、
蔵
王
町
に

あ
る
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
次
長
さ
ん
に
そ
の
活
動

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
仙
南
二
市
七
町
の
対
象
人
口
約
二
〇
万
人
の
資
源
ゴ
ミ

を
扱
い
ま
す
。
一
日
六
時
間
の
作
業
で
三
十
五
ト
ン
と
い
う
膨
大

な
量
の
ゴ
ミ
を
十
八
人
の
職
員
が
分
別
、
処
理
し
て
い
ま
す
。

　皆さ

ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
鉄
類
（
ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
V
、
ア

ル
ミ
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
は
ま
ず
、
ピ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
集
積
所
に
集
め
ら
れ
、
ク
レ
ー
ン
で
供
給
コ
ン
ベ

ア
に
乗
せ
ら
れ
、
ま
ず
手
作
業
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
類

が
選
別
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
磁
力
選
別
機
で
鉄
類
が
取
り
出
さ

た
後
、
ビ
ン
・
ア
ル
ミ
な
ど
を
手
作
業
で
分
け
ま
す
。

　ビン

は
色
別
に
選
別
さ
れ
た
後
、
細
か
く
砕
か
れ
カ
レ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
ガ
ラ
ス
の
材
料
に
な
り
ま
す
。
缶
類
は
、
素
材
別
に
圧

縮
し
業
者
へ
売
却
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
細

か
く
砕
か
れ
、
加
熱
・
圧
縮
さ
れ
容
積
を
十
五
分
の
一
に
減
ら
さ

れ
、
残
渣
物
な
ど
と
一
緒
に
最
終
処
分
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

からあふれた資源ゴミの山
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こ
こ
で
回
収
さ
れ
た
資
源
は
、
鉄
プ
レ
ス
で
一
ト
ン
あ
た
り
、

約
千
円
、
ア
ル
ミ
は
一
ト
ン
約
六
万
一
下
円
、
白
カ
レ
ッ
ト
（
透

明
な
ガ
ラ
ス
類
の
原
料
）
は
一
ト
ン
約
五
百
十
五
円
で
業
者
に
引

き
取
ら
れ
ま
す
が
、
茶
色
の
カ
レ
ッ
ト
は
一
ト
ン
あ
た
り
四
千
円

を
負
担
し
て
再
生
業
者
へ
引
き
渡
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
の
作
業
は
、
言
葉
か
ら
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
驚
か
さ
れ
た
の
は
ピ
ッ
ト
か
ら
あ
ふ
れ
出
て

い
る
資
源
ゴ
ミ
の
山
で
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時
期
、

八
月
、
年
末
年
始
は
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
そ
う
で
、
作
業
員
の
方

が
残
業
し
て
、
手
作
業
に
よ
る
選
別
が
続
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　ま

た
、
ビ
ン
や
缶
な
ど
に
残
っ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
等
で
悪
臭
が

ひ
ど
く
、
手
作
業
に
よ
る
選
別
所
で
は
、
消
臭
剤
を
散
布
し
な
が

ら
の
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま

た
昨
年
、
資
源
ゴ
ミ
の
中
に
混
ぜ
ら
れ
た
何
ら
か
の
ゴ
ミ
の

成
分
で
、
突
然
業
務
中
に
作
業
員
が
目
や
喉
が
痛
く
な
っ
た
り
す

る
事
故
が
発
生
し
た
そ
う
で
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
臭
い
の
す
る
物
や
、
オ
イ

ル
な
ど
の
入
っ
た
容
器
は
よ
く
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
、
ま
た
農

薬
な
ど
の
入
っ
て
い
た
容
器
は
指
定
業
者
に
出
し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

騨明㌧浦
薫謙奏i渦亙蟹、

　．鍵轟一滋卓．難。

　　　嘩ゴ野讐羅

◎
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

　
近
年
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
ブ
ー
ム
や
、
い
わ
ゆ
る
リ
サ
イ
ク
ル

法
（
再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）
の
施
行
な

ど
に
よ
り
、
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
資
源
が
、
ど
の
程
度
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
成
立
す
る
以
前
の
状
態
で
も
、

自
国
で
生
産
で
き
る
資
源
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
は
盛
ん
で
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
し
た
し
、
鉄
の
再
生
利
用
も
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、

ビ
ン
に
つ
い
て
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
方
法
（
ビ
ン
に

保
証
金
を
か
け
て
回
収
し
、
再
利
用
す
る
方
法
）
で
盛
ん
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
十
代
後
半
ぐ
ら
い
ま
で

の
年
齢
の
方
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
の
空
き
ビ

ン
を
酒
屋
さ
ん
持
っ
て
い
っ
て
補
償
金
を
受
け
取
っ
た
経
験

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　し

か
し
、
経
済
成
長
に
伴
う
円
高
に
よ
り
、
輸
入
さ
れ
る

新
し
い
原
料
が
安
く
な
り
、
再
生
資
源
の
値
段
が
下
が
っ
た

り
、
消
費
性
向
の
変
化
に
よ
り
、
引
き
取
り
手
の
な
い
資
源

な
ど
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
（
緑
や
黒
の
カ
レ
ッ
ト
）

　そ

れ
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
紙
と
ア
ル
ミ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
現
在
全
体
で
は
五
十
％
を
超
え
、

世
界
的
に
も
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
消
費
量
を
見
て
み
る
と
、
平
成
六
年
度
の
実
績
で

は
、
古
紙
の
消
費
量
は
千
五
百
十
四
万
ト
ン
、
そ
れ
に
対
し

て
パ
ル
プ
の
消
費
量
は
千
三
百
三
十
一
万
ト
ン
に
上
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
使
用
す
る
紙
を
作
る
た
め
に
千
五

百
万
ト
ン
以
上
の
木
材
が
消
費
さ
れ
、
ま
た
、
約
千
五
百
万

ト
ン
の
紙
が
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
ミ
缶
で
は
、
平
成
六
年
度
で
総
消
費
量
二
十

四
万
七
千
八
百
十
五
ト
ン
に
対
し
、
六
十
一
・
一
％
に
当
た

る
十
五
万
一
千
四
百
五
十
三
ト
ン
が
回
収
さ
れ
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。



理
想
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に

　
こ
の
よ
う
に
、
分
別
収
集
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
、
も
っ
と
効
率
的
な
作

業
に
な
る
は
ず
で
す
。
理
想
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ナ
ー
を
考
え

て
み
ま
し
た
。

・
空
き
缶

　
空
き
缶
は
、
中
身
を
完
全
に
出
し
、
で
き
れ
ば
よ
く
水
洗
い
し

て
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
し
ま
し

よ
う
∩
、

・
ビ
ン
類

　
ビ
ン
類
も
中
身
を
完
全
に
出
し
、
で
き
れ
ば
よ
く
水
洗
い
し
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。
カ
レ
ッ
ト
か
ら
ガ
ラ
ス
を
再
生

す
る
と
き
に
水
分
が
あ
る
と
、
効
率
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
キ
ャ
ッ
プ
は
取
り
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼資源ゴミに混入していた粗大ゴミ。
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・
ペ
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ト
ボ
ト
ル

　
ビ
ン
類
と
同
じ
で
す
。
（
た
だ
し
、
本
格
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
は
来

年
の
四
月
か
ら
で
す
。
）
ま
た
で
き
れ
ば
、
製
品
名
な
ど
を
書
い
た

フ
ィ
ル
ム
を
、
は
が
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
マ
ー
ク
が
入
り
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
ビ
ン
類
と
同
じ
で
す
。

・
そ
の
他

　
取
材
に
行
っ
た
と
き
だ
け
で
も
、
資
源
ゴ
ミ
の
中
に
、
自
転
車

の
荷
台
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
混
ざ
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
や
は
り
手
作
業
で
回
収
さ
れ
ま
す
が
、
作

業
効
率
を
落
と
し
ま
す
し
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
作
業
用
の
コ
ン
ベ

ア
を
破
壊
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
燃
ゴ
ミ
で
す
。

　
ま
た
、
不
燃
ゴ
ミ
に
刃
物
な
ど
を
出
す
と
き
も
、
ガ
ム
テ
ー
プ

や
新
聞
紙
で
刃
を
く
る
む
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り
が
、

作
業
員
の
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
薬
品
や
農
薬
な
ど
の
入
っ

て
い
た
容
器
も
指
定
業
者
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
資
源
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
の
効
果

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
一
体
ど
の
よ

う
に
地
球
に
優
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
が
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
る
、
紙
の
リ
サ
イ
ク

ル
で
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
木
材
か
ら
紙
を
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
製
造
し
た
場
合
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
四
千
四
十
八
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
そ
れ
に
対
し
、

古
紙
を
使
っ
た
場
合
は
千
百
七
十
九
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
お
よ

そ
3
割
で
済
み
ま
す
。

　
も
っ
と
具
体
的
に
示
す
と
、
紙
一
ト
ン
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
量
は
、
木
材
だ
と
二
十
年
も
の
の
二
十
本
の
杉
の
木

（
約
四
十
五
平
方
メ
i
ト
ル
）
が
必
要
な
の
に
対
し
、
古
紙

だ
と
古
新
聞
に
し
て
約
八
千
部
で
す
。

　
平
成
六
年
度
に
使
用
さ
れ
た
千
五
百
万
ト
ン
の
木
材
を
杉

林
に
換
算
す
る
と
、
東
京
都
の
面
積
の
三
倍
の
杉
林
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
で
も
、
消
却
し
た
場
合
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
の
量
や
、
埋
め
立
て
に
よ
る
終
末
処
理
状
の
消
費
な
ど
の

問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
効
果
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ

ん
Q

　
ま
た
ア
ル
ミ
缶
は
、
電
気
で
で
き
た
金
属
と
い
わ
れ
、
原

料
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
、
ア
ル
ミ
を
生
成
す
る
の
に
莫
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
そ
の
価
格
の
ほ
と
ん
ど
が
消
費

し
た
電
力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
回
収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
か
ら
で
す
と
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら

精
製
す
る
の
に
対
し
、
お
よ
そ
三
十
六
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
新
し
い
ル
ミ
を
生
成
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
、
昨
年
一
年
間
に
回
収
・
再
利
用
さ
れ
た
、
十
五

万
千
四
百
五
十
三
ト
ン
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
考
え
る
と
、
新

規
に
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
生
成
す
る
場
合
に
比
べ
て
四
兆
六

千
百
十
億
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
節
約
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
九
百
一
一
十
五
万
世
帯
（
白
石
市

七
百
四
十
個
分
）
の
一
か
月
分
の
家
庭
用
電
力
を
節
約
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

癖

そ
の
ほ
か
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
も
の
は
、
主
に
仙
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
集
め
ら
れ
た
資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
現
在
で
は
、

ス
ー
パ
ー
等
で
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
パ
ッ
ク
の
販
売
量
は
約
二
十
七
．
六
万
ト
ン
、
そ
の
う
ち
八

割
程
度
が
家
庭
で
消
費
さ
れ
、
こ
の
う
ち
十
一
．
七
％
が
回
収
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
量
と
学
校
給
食
か
ら
の
回
収
・
製
造
工
程
で
発
生
す
る
損

紙
を
あ
わ
せ
て
、
紙
パ
ッ
ク
の
原
材
料
の
十
六
．
五
％
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
パ
ッ
ク
用
パ
ル
プ
の
特
徴
と
し
て
は
、
一
〇
〇
％
バ
ー
ジ
ン

パ
ル
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
、
ほ
ぽ
一
〇
（
∪
％
輸
入
パ
ル
プ
で
作

ら
れ
て
い
る
、
大
変
上
質
の
パ
ル
プ
で
作
ら
れ
て
い
る
な
ど
で
す
。

　
紙
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
注
意
点
と
し
て
は
、
洗
浄
を
し
っ
か

り
す
る
、
（
水
を
ー
／
3
位
い
れ
て
し
っ
か
り
振
る
一
二
回
繰
り
返

す
）
、
折
り
目
に
沿
っ
て
切
り
開
く
、
し
っ
か
り
、
乾
燥
さ
せ
る
な

ど
で
す
。

ま
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
も
各
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
し
っ
か
り
と
し
た
洗
浄
が
必
要
で
す
。

現在、子供会、若者会、スポーツ

少年団、老人クラブなど57団体

が登録し、リサイクルヘの理解を

深めていただくと共に、その活動

資金として有効に活用されていま

す。

●お間い合わせ先

　市生活環境課

　盈25－2111（内線）652

　自石市では平成3年度から、

「白石市まちをきれいにリサイク

ル運動」を行って、まちの環境美

化とリサイクルの振興に努めてい

ます。

　これは、登録していただいた団

体によって集められた資源を登録

業者に売却した場合、それと同額

を市から補助するという制度で、

饗聡

参考資料（ASpecialThanksl）

http：／／uxO1，so－net．or．jp／噌kid－

kai／1－es－01。hhn

KIDのホームページ（kid－kaiさん）

http：／／v田age．infoweb．or．jp／尊榊baO9

74／hldex．h血1

アルミ缶リサイクルのHOMEPAGE
（赤池　勝彦さん）

十
月
二
十
七
貝
日
）
は
、

　
　
　
　
　
　
自
石
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

選
挙
は
明
る
く
、
正
し
い
選
挙
に
！

　
任
期
満
了
に
伴
う
白
石
市
長
選
挙
は
、

十
月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
十
月
二
十
七
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と

な
く
、
み
ん
な
で
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま

し
よ
う
。

◎
今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

　
次
の
要
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の
登
録

を
行
い
ま
す
。

　
〔
住
所
要
件
〕
平
成
八
年
七
月
十
九
日
以

前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）
を
し
た

方
、
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
投
票
日
当
日
白
石
市
に
住
所
が
な

い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
〔
年
齢
要
件
〕
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
、
十

八
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
当
市
に
三
ケ

月
以
上
住
所
を
有
す
る
方
）
な
お
、
十
月

一
日
以
降
の
市
内
の
住
所
異
動
者
は
従
前

の
投
票
所
で
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
、

◎
入
場
券

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

　
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
四
名
連
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
各
自
切
り
離
し
て
お
侍
ち
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
し
ま

い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
時
間
を

繰
り
上
げ
ま
す
。

鍵
睡
下
で

蠣
攣
午
後
　

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す
る
の

が
原
則
で
す
が
、
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
事
由
と
し
て

①
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
ま

　
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合

②
止
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の
た

　
め
市
外
に
出
か
け
る
場
合

③
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
、
投
票

　
日
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と

　
予
想
さ
れ
る
場
合

の
事
由
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次
の
期
間
内
に

入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所
三
階
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
で
く
だ
さ

・
期
　
間

　
十
月
二
十
日
～
十
月
二
卜
六
日
ま
で

・
時
　
間

　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

◎
開
票

　
投
票
日
当
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
白

石
市
市
民
体
育
館
で
即
日
開
票
を
行
い
ま

す
．
．

◎
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
臼
石
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
は
九
月
三
十
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
市
役
所
第
三
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◎
選
挙
に
つ
い
て
の
お
間
い
合
わ
せ

　
白
石
市
役
所
三
階
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
且
二
五
－
二
一
二
内
線
三
四
六
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夏休みの宿題？
　　コ■■匪　　　　 　　　　』　　　一

　夏休み恒例のこけし絵付けコンク

ールが、8月2日、市内八宮の弥治

郎こけし村で行われ、市内小学校か

ら参加した25人が、それぞれの発想

でこけしに模様をつけました。

　主な入賞者は次のとおりです。

（敬称略）白石市長賞　新山エリナ

（福岡小5年）・白石市文化体育振

興財団理事長賞　四釜　恵（福岡小

6年）・市観光協会賞　半沢　綾乃

（第一小3年）・弥治郎こけし村運

営委員長賞　渡辺　みか（第一小2

年）・弥治郎こけし組合長賞　遠藤

亜由美（大鷹沢小4年）

健康長寿のまちづくり

丁
撫
㏄
鄭
著
些
き
」

1齢勘曜マ∵
　健康長寿のまちづくりを目指し

て、毎年行われている、さわやかフ

ェスティバルが今年も7月20・21日

の両日、中央公民館で行われました。

　国民健康保険優良家庭表彰では、

223世帯が表彰を受け、中でも14年

間お医者さんにかかったことがない

小原の高橋二郎さんには感嘆の声が

あがっていました。また、元アナウ

ンサーの小林完吾さんによる「明日

からの自分のために」と題した講演

では、舞台下まで降りての熱弁で、

会場からは笑いが絶えませんでした。

　
　
｝
、
　
　
凱
）
懲

　
　
　
甑
論

撃
晦
瞭

犠
・

　元気に行って来ました

もので、初めての大会
た
た
日

つ
し
前
ム
げ
ぱ
A
分
の
白
も

行
ま
は

に
り
手
ホ
を
会
の
才
日
た
ム

時
な
選
の
輪
大
誓
ぞ

同
と
　選手は前日市内見学の後、それぞ

れのホームステイ先に宿泊し、交流

の輪を広げていました。

　大会では、3市の代表による選手

宣誓の後Aブロック・Bブロックそ

れぞれに分かれてのリーグ戦とな

り、日頃の練習の成果を発揮してい

ました。白石チームはAチーム・B

チームともに1勝1敗でした。

　8月7日、登別で登別市・札幌白

石区・白石市のそれぞれの少年野球

の選抜チームによる交流試合が行わ

れました。

　これは、登別・白石姉妹都市親善

交流会が、登別市と白石市で1年ご

とに交流している姉妹都市スポーツ

交流事業です，，

　自石市で平成6年に行われた40周

年記念事業の姉妹友好4市対抗親善

少年野球大会を契機に交流の始まっ

た登別市と札幌白石区の交流大会を

国際親善の訪問団

　国際姉妹都市のハーストビルを訪

問するハーストビル友好親善訪問団

の派遣が今年も8月1日から10日ま

で行われました。参加したのは市内

中学校から選ばれた8人の生徒と英

語教諭。これに先立って行われた結

団式では、川井市長より「国際交流

は国際親善のためです。一緒にご飯

を食べ、一緒に遊んだ仲間のいる国

と戦争はできないでしょう、」と激

励しました。

　訪間団は、ハーストビルでのホー

ムステイと地元の中学校への体験入

学、そして文化施設などの見学を終

え、無事8月10日帰国しました。

地に足をりけた遷繍議がされる

、
，

幽騨、
　　　ド癬雇膿 』1

　　　“杢巽，近傷．．

　　　鰭繁一　　　顯
　　　…懸継、ヤ　臨麹

　首都機能移転と地域のかかわりな

どを考える「首都機能移転セミナー

I　Nみやぎ」が県内で初めて白石市

で開かれました。会場は県内の民間

団体や自治体など約550人の参加者

で埋まり、関心の高さを示しました。

国土庁大都市圏整備局首都機能移転

企画課推進調整官・松田秀夫氏の

「首都機能移転の経緯と最近の動向」

と、富士総合研究所主席研究員・市

川宏雄氏の「首都機能移転一その行

方と課題」と題する講演に続き、県知

事も入った意見交換が行われ、参加

者は終始熱心に耳を傾けていました。

みなさんから曝融

、情報を待つてます準』に

夏休みの思咄づくりプレゼント

　

　順　　　琴　　　　£

　らi『　r　　　　　　　「κ・p『
蓼灘、璽　、～…翻耀緊、

　自川地域を流れる高田川を舞台

に、高田川こども祭りが8月4日に

行われました。これは、子ども達に

地域の夏休みの思い出をプレゼント

しようと、白川地区のゴルフ愛好会

が中心になり、白川の公民館、自治

会、老人会、婦人会、小中学校のP

T　Aで結成する白川村おこしの会が

主催し、地元の企業が協賛して開催

しているものです．当日は、用意さ

れた500匹のニジマスが放流され、

集まった子ども達約300人が歓声を

上げながら捕る姿が見られました。

もうおまたせしません

　市役所の市民課に、戸籍総合シス

テムが導入され、8月1日その稼働

式が行われました。

　　　　　　　＿＿　一一71ヨ
醐＿＿＿、、ご、＿、．＿

炉警ムシス弘始麹冒rli

還輪齢」感あ
奮

　
調

－

ρ
鋤
幽
、
秘

　　　　　マ畷寓マー　　　　　　　　F、
　i　、

　　一轡塩＿　　　　　　　　　塩㍉　　監鍵．．透

　これは、明治20年以降、結婚など

で戸籍を移動した人の、もとの戸籍

にあたる「除籍」や、戸籍法改正で

様式が変わる前の「改正原戸籍」の

データが合わせて約3万件入ってい

るもので、これによって、検索にか

かる日寺問が大幅に糸宿小し、新しい戸

籍謄本の交付にかかる時問も、従来

の1週間ほどから1～2日に短縮さ

れるそうです。

　
作
家
海
音
寺
潮
五
郎
氏
の
「
史
談
う
ら
か
ら

お
も
て
か
ら
」
に
よ
れ
ば
、
白
石
城
主
片
倉
氏
は
、

諏
訪
の
下
社
の
神
主
の
一
族
で
あ

り
、
信
州
片
倉
に
住
み
、
片
倉
氏

を
名
乗
っ
た
。
後
、
米
沢
在
の
八

幡
神
社
の
宮
司
と
な
る
。
↓
方
、

信
州
に
居
着
い
た
一
族
が
創
業
者

と
な
っ
た
の
が
、
現
在
の
片
倉
工

業
株
式
会
社
だ
と
い
う
。

七
月
二
十
日
、
土
曜
日
。
七
ヶ

宿
の
南
蔵
王
青
少
年
旅
行
村
で
第

七
回
統
一
片
倉
祭
が
行
わ
れ
、
私

も
地
元
の
市
長
と
し
て
お
招
き
を

頂
い
た
。
こ
れ
は
、
片
倉
工
業
の

労
働
組
合
が
三
年
に
一
遍
ず
つ
主

催
す
る
キ
ャ
ン
プ
を
主
と
し
た
お

祭
り
で
当
日
は
柳
澤
会
長
や
清
田

祉
長
も
お
い
で
に
な
っ
た
。

私
は
、
歴
史
的
に
も
由
緒
の
あ

る
会
社
で
あ
る
か
ら
、
会
長
・
社

焼
き
の
パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
る
と
、
会
長
は
、
従
業

員
と
同
じ
T
シ
ャ
ツ
を
着
込
ん
で
ど
っ
か
り
と
座

　
　
　
　
　
　
　
り
、
肉
や
野
菜
な
ど

市長の

長
と
従
業
員
と
の
問
に
は
、
或
る
程
度
の
距
離
が

あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
鉄
板

を
焼
い
た
も
の
を
一

生
懸
命
皿
に
と
っ

て
、
鉄
板
よ
り
ち
ょ

っ
と
遠
く
に
座
っ
て

い
る
若
い
子
に
「
ほ

ら
、
食
べ
な
さ
い
」
と

渡
し
て
や
っ
て
い
る
。

た
ま
た
ま
新
潟
支

部
の
人
達
が
、
銘
酒

「
八
海
山
」
を
持
ち

込
ん
で
き
た
。
こ
れ

は
「
越
の
寒
梅
」
よ

り
も
手
に
入
り
に
く

い
幻
の
酒
で
あ
る
、

そ
の
一
本
が
私
と
会

長
と
の
間
に
で
ん
と

据
え
ら
れ
た
。
そ
こ

へ
若
い
女
の
子
が
紙
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
「
八
海
山
、

私
に
も
味
見
を
さ
せ
て
下
さ
い
」
柳
澤
会
長
は

「
い
い
と
も
、
い
い
と
も
」
と
注
い
で
や
る
。

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
次
か
ら
次
へ
と
展
開
す

る
。
私
は
「
い
や
ー
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
会
に

出
席
し
た
の
は
初
め
て
で
す
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ

「
だ
っ
て
市
長
、
僕
の
孫
み
た
い
な
連
中
ば
っ
か

り
で
す
か
ら
ね
」
と
ま
す
ま
す
目
を
細
め
て
い
る
。

会
長
は
「
僕
は
、
上
田
市
の
出
身
で
す
。
ご
承

知
の
よ
う
に
上
田
は
真
田
家
の
本
拠
地
で
す
が
、

上
田
市
は
真
田
家
を
単
に
観
光
と
し
て
利
用
し
て

い
る
だ
け
で
、
臼
石
城
を
復
元
し
て
、
そ
れ
を
市

民
の
プ
ラ
イ
ド
の
拠
り
所
と
す
る
よ
う
な
気
持
ち

が
な
い
。
こ
れ
が
残
念
で
す
」
と
言
わ
れ
る
。
史

実
に
あ
る
幸
村
と
片
倉
二
代
重
長
と
の
戦
闘
の
模

様
を
「
武
徳
偏
年
集
成
」
か
ら
ち
ょ
っ
と
抜
粋
し

て
み
よ
う
。

　
「
時
に
片
倉
は
真
田
と
組
ま
ん
と
乗
り
廻
し

け
る
が
、
幸
村
躬
ら
戦
う
こ
と
好
ま
ず
し
て
、

両
度
ま
で
騎
戦
し
て
三
ヶ
度
に
及
ん
で
は
、
大

坂
の
方
へ
は
引
か
ず
、
傍
の
丘
陵
を
馳
せ
騰
り

し
故
、
片
倉
も
彼
の
処
に
奇
兵
を
設
く
る
か
と

疑
い
て
、
再
び
兵
を
進
め
ず
。
（
中
略
）

　
政
宗
、
本
陣
左
右
の
備
え
見
物
の
如
く
に
し

て
戦
う
こ
と
な
し
。
片
倉
小
十
郎
が
一
組
、
軽

卒
を
出
し
て
慕
う
。
真
田
も
ま
た
返
し
戦
い
、

進
退
数
度
、
両
軍
死
す
る
者
数
百
人
。
」

落
城
の
前
夜
、
幸
村
は
、
息
女
阿
梅
を
片
倉
に

託
し
、
そ
の
後
、
真
田
大
八
、
阿
菖
蒲
、
あ
ぐ
り

と
四
人
の
子
女
が
片
倉
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
の
こ
と
を
知
る
柳
澤
会
長
は
、
「
前
々
か
ら

真
田
が
こ
れ
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
上
田
市
の
方
か
ら
頭
を
下
げ
て
自
石
市
に
交

流
を
願
う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在

そ
こ
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
、
上
田
側
に
は

確
た
る
資
料
が
な
い
こ
と
と
、
幸
村
の
子
女
・
子

孫
に
対
す
る
関
心
の
な
い
こ
と
が
原
因
ら
し
い
。

市
長
、
も
し
、
上
田
市
の
方
か
ら
是
非
に
と
交
流

を
求
め
て
く
れ
ば
応
じ
て
く
れ
ま
す
か
」
と
言
わ

れ
た
の
で
、
「
そ
れ
は
も
う
当
然
の
こ
と
で
す
」

と
答
え
て
お
い
た
。

復
元
さ
れ
た
上
田
城
の
大
手
門
は
白
石
城
と
同

じ
く
平
井
聖
先
生
が
監
修
さ
れ
、
八
木
清
勝
さ
ん

に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
何
か
の
奇

縁
で
あ
ろ
う
か
．
、



高
橋
辰
男

8
月
号
俳
壇
の
岩
沢
伍
峯
さ
ん
の
句
中
「
天
主
閣
」
と
あ
る
の

は
「
天
守
閣
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
腰
痛
に
遠
出
叶
わ
ぬ
身
と
な
る
に
今
宵
は
夢
に
て
何

選
処
に
行
か
ん
　
　
　
山
田
濱

　
　
ゴ
ミ
置
場
を
見
下
す
位
置
に
雀
ら
の
止
ま
り
て
電
線

軍
服
を
脱
ぎ
し
兵
士
の
あ
ど
け
な
く
耳
に
ひ
か
り
て

ピ
ア
ス
が
揺
る
る
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

郭
公
の
声
待
ち
居
る
に
水
無
月
の
二
十
五
日
に
城
山

こ
蕾
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

喜
寿
迎
う
夫
と
連
れ
だ
ち
城
山
の
ラ
ジ
オ
体
操
へ
と

心
い
そ
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

緑
濃
き
木
々
に
囲
ま
る
る
病
棟
に
今
朝
も
目
覚
め
ぬ

小
鳥
鳴
く
音
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

風
光
る
小
暑
の
朝
の
菜
園
に
実
り
し
果
菜
謝
し
て
椀

た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

早
苗
田
の
水
面
に
映
り
し
茜
雲
わ
が
惇
つ
畦
を
ゆ
れ

て
越
え
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

旅
先
で
購
め
し
あ
や
め
株
と
な
り
花
数
多
咲
く
梅
雨

の
日
さ
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
正
子

は
風
に
揺
れ
い
る
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

つ
り
人
が
菅
笠
か
ぶ
り
鮎
を
つ
る
せ
せ
ら
ぎ
涼
し
初

夏
の
水
辺
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

灘
一
首
目
、
今
内
戦
を
し
て
い
る
、
ど
こ
か
の

国
の
映
像
だ
ろ
う
か
。
ピ
ア
ス
が
若
さ
を
際
立
た
せ

て
印
象
的
だ
。
二
首
目
、
今
年
初
め
て
の
郭
公
を
ズ

バ
リ
把
え
た
。
紛
れ
の
な
い
率
直
な
表
現
は
気
持
ち

が
よ
い
。
三
首
目
、
喜
寿
の
夫
と
ラ
ジ
オ
体
操
に
参

加
す
る
、
健
康
で
幸
せ
な
老
夫
婦
を
祝
福
し
た
い
。

遠
藤
秋
尾
選

螢
火
の
ひ
と
つ
は
く
ら
く
闇
を
縫
ふ

新
城
を
大
萬
緑
の
染
め
上
ぐ
る

佐
藤
周
子

鈴
木
民
子

城
濠
の
仔
細
を
知
り
し
通
し
鴨
　
　
　
熊
谷
　
敏
子

働
け
る
今
が
幸
せ
汗
を
拭
く
　
　
　
　
高
橘
　
正
男

夕
涼
や
濠
に
影
を
く
木
形
子
橋
　
　
　
八
島
　
葉
子

作
業
ぼ
う
鍬
の
柄
に
か
け
汗
を
ふ
く
　
川
村
　
静
恵

腰
痛
の
夫
に
菖
蒲
湯
溢
れ
し
め
　
　
　
日
下
　
　
文

梅
雨
夜
空
ラ
イ
ト
ア
ヅ
プ
の
城
壁
に
　
岩
沢
　
伍
峯

苔
の
花
幾
世
を
経
た
る
御
廟
か
な
　
　
三
浦
　
愛
嶺

三
代
の
績
く
老
舗
や
夏
暖
簾
　
　
　
　
菅
野
　
紫
浪

闘
一
句
目
、
螢
火
に
も
そ
れ
ぞ
れ
明
る
い
も
の

と
暗
め
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
は
暗
く
と

表
現
し
て
他
の
螢
の
明
る
さ
と
を
見
事
に
言
い
得
て

い
る
。
二
句
目
、
し
ん
し
ろ
と
読
み
た
い
。
白
石
城

の
白
壁
が
木
々
と
の
緑
で
あ
た
か
も
染
ま
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
三
旬
目
、
渡
り
鳥
の
鴨
と
通
し
て
居
つ
く

鴨
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
通
し
鴨
が
城
濠
に
生
活

し
て
い
る
様
子
を
写
生
し
た
。
仔
細
を
知
り
し
が
、

お
さ
ま
り
の
良
い
佳
旬
に
仕
上
げ
た
。

近
江
孫
太
郎
選

餓
死
も
あ
る
福
祉
国
家
の
落
と
し
穴
　
小
野
嘉
津
子

新
聞
に
笑
い
が
欲
し
い
昨
日
今
日
　
　
佐
藤
　
武
雄

居
残
り
も
沸
騰
し
て
ま
す
ア
ト
ラ
ン
タ
芝
　
玄
太
郎

再
婚
の
噂
に
石
を
蹴
っ
て
み
る
　
　
　
南
　
か
ほ
る

余
命
打
つ
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
早
い
こ
と
　
片
岡
　
鶴
子

義
理
人
情
渡
る
世
間
も
金
が
要
り
　
　
草
野
　
　
清

物
差
し
を
変
え
て
楽
し
い
旅
に
出
る
　
米
沢
　
礼
子

猿
山
は
わ
が
百
態
を
見
る
如
し
　
　
　
菊
池
　
不
忘

カ
ラ
オ
ケ
に
ス
ト
レ
ス
ぶ
っ
つ
け
歌
う
妻
　
大
沼
　
妙
子

妻
逝
っ
て
離
れ
る
で
な
い
影
法
師
　
　
宍
戸
　
　
広

麟
醐
［
句
目
、
「
餓
死
」
を
「
福
祉
行
政
の
落
と
し

穴
」
と
結
び
つ
け
た
手
法
が
光
る
。
昨
今
の
福
祉
行

政
で
は
、
安
ら
か
に
成
仏
で
き
な
い
よ
う
だ
。
秀
句
。

二
句
目
、
日
本
人
は
、
し
か
め
っ
面
が
多
い
と
い
う
。

歴
史
が
「
自
由
」
を
抑
え
つ
け
て
き
た
名
残
り
だ
。

心
に
余
裕
の
あ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
が
急
務
。
佳

句
。
三
句
目
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
へ
日
本
列
島
が

「
沸
騰
」
し
続
け
た
。
「
沸
騰
」
と
い
う
語
が
句
全
体

を
リ
ア
ル
に
ひ
き
立
て
た
巧
み
な
技
法
が
光
る
，
佳

句
。
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　仕事について

　私はこの仕事について間もないですが、店長を

はじめ、マネージャーにご指導いただき、クルー

の皆さんにもいろいろ助けられ頑張ってます。

　夢や目標

　今の仕事をきちんと覚えたいです。

理想のタイプ

目に見えないやさしさのある人

㊥⑪◎o◎o●ooooo●o

　　　　　　　　　¶レ璽

　　　　　　　　　　　一

　　　　　 　一ものを作る
　　　　　　　　　　　　　　　　よろこびを忘れずに一

　　　　　　　　　　熊谷きみ子さん
　　　　　　　　　　　　（越河）

　粘土の柔らかな感触が好きで、今年4月か

ら働く婦人の家の「花と器の講座」に入会し、

焼き物づくりにチャレンジしています。最初

に作った中皿を先生が窯から出して持ってき

ていただいたときは、これが自分の作品？と

びっくりし、ものを作る喜びをかみしめまし

た。今は先日作った水盤がどのように焼き上

がってくるかに胸をときめかしております。

これからも先生の教えを守り、気張らず欲張

らず打ち込んでいきたいと思っています。

恥麟の奥深さを靴っつ

　　　　　会長斎藤實＿
　　　　　　　　　き！乞

　蒸 ・〈k
　サークルを結成して24年になりま

す。その前年まで3年間、月2回の中央

公民館の陶芸講座で村田の陶芸家太田先

生のもとで受講しました。その後、講座

生の申し込みも多く、三年生は一応受講

終了となり、公民館のすすめもあり結成

しました。月2回の会合です。会員は

12名、30代から60代の男女半々、陶

芸の奥深い魅力に魅せられた方ばかりの

集宏りです。

　芸事は何でもそうですが、陶芸にもい

つか個性があらわれるものです。ロクロ

での細工が上手な方、苦手でもそのかわ

り造形のすばらしい方、若いのに発想が

渋く奇抜な方、また、いきいきとした一

生をと生涯の学習に始めた方もおります。

　そんな仲間内に今年度東北現代美術工

芸展で奨励賞に輝いた方もおり、みんな

の励みにもなっており豪す。何にしても

このような機会と設備を与えてくれた行

政と世の中を感謝しながら真剣にまた、

和気あいあいの時を楽しんでおります。

　　　サ　
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7月7日・この日は日本では七タの日さされていま　斤OmS飢
すが、皆さんは何をお願いしたのでしょっか？　　　　　＿
　私はこの日、第3ホストファミリーのお父さん、ス

チュアートのBi陀hday（誕生）パーティーに招待され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
なが見守る中・スチュアートは一つ一つプレゼントを羅農団≧ 、．難

開けていき、カードに目を通し、一人一人に丁寧にお　　　　　　　　　艦

礼を述べていました。とても幸せそうでした。
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㊨…問い合わせ先

㊥…内線

あ
な
た
の
年
金
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

㊥
市
民
課
㊥
一
三
六
・

二
二
七

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
届
出
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
を
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、
第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
を
し
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
の
取

り
扱
い
と
な
り
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

日
本
に
住
む
外
国
人
の
方
は
、

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
外
国
人
の
方
も
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
日
本
人

と
同
様
に
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
第
一
号

　
　
国
民
年
金
に
加
入
を

被
保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者
、
第
三

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
資
格

取
得
届
を
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　
免
除
申
請
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
へ
．

　
平
成
八
年
九
月
十
九
（
木
）
よ
り
九

月
三
十
日
（
月
）
ま
で
、
各
地
区
の
集

会
所
・
公
民
館
等
及
び
健
康
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

で
、
ま
だ
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
の
た
め
に
、
同
会
場
に
お
い
て
、

免
除
申
請
の
相
談
受
け
付
け
も
行
い
ま

す
の
で
、
印
鑑
ご
持
参
の
う
え
、
ぜ
ひ

お
い
出
で
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

　
　
「
趣
味
と
教
養
の
集
い
」

●
日
　
　
時

　
一
回
目
　
十
月
十
八
日
（
水
）
～
十
九
日
（
木
）

　
二
回
目
　
十
月
十
九
日
（
木
）
～
ニ
テ
日
（
金
）

●
場
　
　
所

　
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

　
「
み
ち
の
く
路
」

　
志
田
郡
鹿
島
台
町
広
長
字
石
川
原
四

　
番
甲
六
ー
五

　
盈
〇
二
二
九
－
五
六
－
五
五
一
一

●
内
　
　
容

　
教
養
・
健
康
講
座
、
健
康
・
年
金
相

　
談
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ
ン

　
ス
の
各
教
室

●
参
加
対
象

　
国
民
年
金
被
保
険
者
・
国
民
年
金
受

　
給
権
者
・
国
民
年
金
委
員

●
募
集
人
員
　
各
回
七
十
五
名

●
参
加
費
　
　
八
、
○
○
（
∪
円

　
（
一
泊
二
食
付
き
　
交
通
費
別
）

●
お
申
し
込
み
方
法

　
市
役
所
国
民
年
金
係
に
十
月
一
日
ま

　
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

◎
実
施
期
間
　
平
成
8
年
9
月
2
1
日

　
か
ら
3
0
日
ま
で
の
1
0
日
間

◎
運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・
若
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

　
今
年
、
県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
が

相
次
ぎ
、
特
に
仙
南
地
域
で
は
、
昨
年

一
年
間
の
死
亡
者
数
に
迫
る
勢
い
で
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

白
石
市
で
も
す
で
に
三
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
常
に
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

所場分団名問時日月

小原小中学校小原分団12：30

越河小学校越河分団13：30

9月8日
（日）

大鷹沢小学校大鷹沢分団12；30

斎川小学校斎川分団13130

9月16日

（月）

福岡中学校福岡分団12：30

大平小学校大平分団13：30

9月22日

（日）

第一小学校白石分団12：30

白川中学校臼川分団13：30

9月29日

（日）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

　
　
　
老
人
医
療
受
給
者
証
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く
㊥
保
健
課
⑧
六
〇
四

福
祉
事
務
所
か
ら

㊥
⑳
一
五
五

　
現
在
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
及
ぴ
、
老
人
医

療
受
給
者
証
（
平
成
八
年
四
月
一
日
以

降
の
受
給
者
を
除
く
）
の
有
効
期
限
は
、

本
年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
九
月
十
九
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
及
び
老
人
医
療
受
給
者
証
の
更
新

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
に
、

指
定
の
場
所
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
（
各
地
区
公
民
館
等
で
更
新

の
地
区
は
、
当
日
、
健
康
セ
ン
タ
ー
で

の
更
新
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
、
修
学
、
そ
の
他
特
別
の
事
由

に
よ
り
別
個
の
被
保
険
者
証
（
㊥
ま
た

は
⑭
の
表
示
を
し
て
あ
る
も
の
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
方
は
、
前
も

っ
て
こ
れ
ら
⑫
の
被
保
険
者
証
と
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
、
㊥
の

被
保
険
者
証
を
お
手
元
に
取
り
寄
せ
て

お
き
、
当
日
、
更
新
の
手
続
き
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
時
持
参
す
る
も
の

　
・
印
か
ん

　
・
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

　
・
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人
）

　
・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
国
保
）

日程及び会場
　　　自治地区名

三住

蔵王

不忘

川原子

越河全地区

斎川全地区

南町・田町

本町・中町・長町・亘理町

短ヶ町・新町

大平全地区

大鷹沢全地区

上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊

東・塩倉・中北・新町・猿鼻

赤坂・湯元・明戸

小久保平

西益岡・中益岡・東益岡

清水小路・寿町・柳町

白川1・2・3・4・5区

白川6・7区

小下倉

滝上・岩ノ上・滝下・尾箆

上郡山・郡山

止原・下原・鎌先・山ノ下・沖

山根・八宮・芹沢・大網・弥治郎

西区上・西区下・南区・東区

北区

本郷1・2・3・4
寿山・鷹巣・緑が丘・旭町

指定の期日に

手続きできなかった方

問時

9：30一一10：30

11：00～11：30

13：00～13：30

14：00～14：30

9＝30～11＝30

13：00～15；00

9＝00～11＝30

13：00～15：30

　　　実施場所

三住地区転作研修センタ

蔵王自治会集会所

不忘研修センター

川原子ふれあいセンタ

越河公民館

斎川公民館

健康センター

健康センター

日月

9月19目　（木〕

9月20日（金）

9＝30～11：30

13：00～15：00

9：30一一10：00

10：30～11：30

13：00～14：00

14；20～14：50

15：10～15：40

9；00～11＝30

13＝00～15：30

9：30～11；30

13：00～14：00

14：30～15：00

9：00～11＝30

13：00～15＝30

9：30～11＝30

13：00～14：30

9；00～11：30

13：00～15：30

大平公民館

大鷹沢公民館

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

小原公民館

明戸集会所

小久保平集会所

健康センター

健康センター

臼川公民館

犬卒都婆公会堂

小下倉集会所

健康センター

健康センター

福岡公民館

深谷公民館

健康センター

健康センター

9月24日（火〕

9月25日（水〕

9月26日（木〕

9月27日（金1

9：00～15：30健康センター9月30日（月）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

★
特
別
障
害
者
手
当

・
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
、
在
宅
で
二
十
歳
以
上
の
方

に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

・
手
当
額
　
月
額
　
二
六
、
一
．
三
（
リ
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

・
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
、
在

宅
で
二
十
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。

・
手
当
額
　
月
額
　
一
四
、
二
七
〇
円

　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
本
人
や
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
り
、
支
給
が
停
止
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、

★
手
続
き
に
つ
い
て

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
は
、
市
福

祉
事
務
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

★
現
況
届
の
提
出

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害

児
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
九
月
に
所
得
状
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
石
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

チ
ル
ド
ゆ
う
パ
ッ
ク
取
り
扱
い
開
始

～
旬
の
お
い
し
さ
を
そ
の
ま
ま
お
届
け
～

　
引
き
受
け
か
ら
配
達
ま
で
冷
蔵
温
度

帯
（
お
お
む
ね
0
℃
～
5
℃
）
で
保
冷

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
宮
城
県
を
含
む
1
8
都
道
府
県
内
及
び

相
互
問
で
、
8
月
1
日
よ
り
先
行
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
1
1
月
－
日
か
ら
は

全
国
各
地
で
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
特
殊
取
り
扱
い
で
す

の
で
、
保
冷
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
対
象
郵
便
物

　
定
形
郵
便
物
、
定
形
外
郵
便
物
及
び

　
小
包
郵
便
物
で
保
冷
を
要
す
る
郵
便

　
物
，

・
先
行
実
施
地
区

　
北
海
道
、
宮
城
、
福
島
、
東
京
、
埼

玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
、
新
潟
、

石
川
、
愛
知
、
一
二
重
、
大
阪
、
兵
庫
、

広
島
、
愛
媛
、
福
岡
、
沖
縄
（
本
島
）

　
詳
し
く
は
、
郵
便
課
窓
口
に
て
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
電
話
二
五
ー
二
七
四
三

重
量
帯

保
冷
料
金

～
4
㎏
ま
で

1
9
0
円

ー
8
㎏
ま
で

3
4
0
円

～
1
6
㎏
ま
で

6
4
0
円



乳
幼
児
（
社
保
分
）
重
度
心
身
障
害
者
．

　
　
　
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
黄
助
成
制
度

白
石
警
察
署
か
ら

　
乳
幼
児
（
社
会
保
険
分
）
、
重
度
心

身
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
次
の

方
々
に
対
し
、
病
院
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
の
制
限

が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
係
（
㊧
一
五
六
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
保
険
分
）

　
満
三
歳
（
入
院
診
療
に
か
ぎ
り
満
四

歳
）
の
誕
生
月
末
日
ま
で

◎
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
一
、
身
体
障
害
者
手
帳
「
］
級
」
、

　
　
「
二
級
」
及
び
「
内
部
障
害
の
三

　
級
」
を
お
持
ち
の
方

　
二
、
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

　
三
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
障
害
程

　
度
が
「
1
級
」
に
該
当
す
る
方

　
四
、
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
療
育

　
　
手
帳
「
B
」
に
該
当
す
る
方

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
と
、
現
に
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
が

十
八
歳
の
年
度
末
ま
で

　
な
お
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
今
年
は
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
九
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通

知
し
ま
す
。
）

計
量
器
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
一
、
印
鑑

　
二
、
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証

　
三
、
健
康
保
険
証

　
四
、
預
金
通
帳

　
五
、
医
療
費
受
給
資
格
更
新
申
請
書

　
　
（
九
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭

　
　
に
送
付
し
ま
す
。
）

実施場所

越河公民館

斎川公民館

大鷹沢公民館

市役所第2会議室（2F）
国民健康保険証の更新日程及び会場に同じ

白川公民館

犬卒都婆公会堂

市役所第2会議室（2F）
福岡公民館

深谷公民館

市役所第2会議室（2F）

　　　　　　時　間

　　　9　130～11　：30

　　　13：00～15；00

　　　13100～15：00

　　　9：00～16：00

　　　9　130～11：30

　　　13：00～14：00

　　　　9：00－16：00

　　　　9　：30一一11　：30

　　　13：00～14：30

　　　　9：00～16：00

日程と会場

　　　月　日

　9月20日（金）

　9月24日（火）

　9月25日（水）

9月26日（木）

9月27日（金）

◎市役所第2会議室…臼石地区、大平地区および手続きできなかった方

　
平
成
八
年
四
月
、
白
石
中
学
校
区
が

警
察
庁
か
ら
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
」
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
白
石
警
察
署
長
か

ら
学
校
関
係
者
、
自
治
会
役
員
、
少
年

補
導
員
等
少
年
非
行
の
防
止
・
抑
止
活

動
に
関
心
の
あ
る
二
十
八
名
の
方
に
対

し
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
状
を
交
付

し
、
自
石
中
学
校
区
内
各
地
区
に
お
い

て
少
年
の
非
行
防
止
・
抑
止
活
動
の
た

め
の
役
員
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
発
な

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
白
石
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
強
盗

事
件
、
大
河
原
警
察
署
等
に
お
い
て
発

生
し
た
傷
害
致
死
事
件
な
ど
、
少
年
が

関
係
す
る
事
件
は
年
々
凶
悪
化
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
捕
ま
っ
た
少
年

に
罪
の
意
識
が
少
な
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
少
年
の
成
長
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
が
「
家
族
」
で
す
。

家
族
の
乱
れ
が
少
年
の
非
行
化
原
因
の

一
つ
で
、
ま
た
、
少
年
非
行
化
助
長
の

要
因
で
す
。

　
今
回
の
指
定
を
機
に
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
こ
の
運
動
が
白
石
中
学
校
区
の

み
な
ら
ず
管
内
の
小
・
中
学
校
、
地
域

の
活
動
へ
と
広
が
り
、
二
十
一
世
紀
を

担
う
少
年
の
健
全
育
成
を
図
り
、
「
安

心
し
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
」
を
目

指
し
た
根
強
い
明
る
い
家
庭
を
創
る
活

動
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
九
月
三
十
日

（
月
）
か
ら
十
月
四
日
（
金
）
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
取
引
証
明
に
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
法
改
正
に
よ
り
、
こ
の
定
期

検
査
は
二
年
に
一
度
に
な
り
ま
す
。

　
は
か
り
を
正
し
く
使
っ
て
、
正
確
に

計
り
ま
し
ょ
う
。

※
計
量
器
が
昨
年
と
違
う
場
合
は
、
九

月
十
三
日
（
金
）
ま
で
商
工
観
光
課

　
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
受
検
料
は
有
料
で
す
。

固
商
工
観
光
課
㊧
一
一
四
二

計量器の検査日程

検査場所

越河公民館

小原公民館

白川公民館

福岡公民館

　　対象地区

越河

小原

白川

間時査検

岡福

自石市役所

白石市役所

臼石市役所

白石（南町、田町、本町、

中町、長町、亘理町）

斎川、大平、大鷹沢

白石（短ヶ町、新町、西

益岡、東益岡、中益岡、

清水小路、寿町、柳町）

白石（本郷第一、第二、

第三、第四、寿山、

緑が丘、旭町、鷹巣、

上郡山、郡山、小下倉）

10：30～12＝00

14：00～15：00

10：30～12100

14：00～15：00

10二30～12：00

　月　日

9月30日（月）

9月30日（月）

10月1日（火）

10月1日（火）

13：00～15二〇〇

10：30～12：00

10月2日（水）

13：00～15：00

10：30～12：00

10月3日（木）

13；00～15；00

10目4日（金）

子宮筋腫に

や
ま
や
婦
人
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
院
長
山
谷

．
』
r
レ
κ
　
訟

・
覗

壕ヅ

〆
－
苧

義
博

　
子
宮
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
筋
肉
組
織

で
で
き
て
い
て
、
そ
の
筋
肉
組
織
が
厚

く
硬
く
な
り
、
腫
大
化
（
正
常
の
子
宮

は
鶏
卵
大
）
し
た
も
の
が
子
宮
筋
腫
と

い
わ
れ
て
い
て
、
悪
性
化
せ
ず
良
性
の

腫
瘍
で
す
。

　
症
状
は
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で
、
子

宮
癌
検
診
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
中
に
は
、
月
経
痛
、

月
経
の
量
が
多
い
、
月
経
以
外
の
子
宮

内
出
血
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
人
も
い

ま
す
。

　
子
宮
筋
腫
は
、
一
度
腫
大
化
す
る
と

ほ
と
ん
ど
は
縮
小
せ
ず
、
時
間
と
と
も

に
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
が
大
部
分

で
す
。

　
手
拳
大
以
上
に
な
る
と
、
貧
血
症
な

ど
の
全
身
症
状
を
合
併
す
る
こ
と
も
多

く
な
り
、
手
術
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。　

手
術
は
、
腹
式
手
術
（
お
腹
を
切
開

す
る
）
と
膣
式
手
術
（
お
腹
は
切
開
せ

ず
膣
の
奥
を
切
開
す
る
）
が
あ
り
ま
す
。

　
膣
式
の
場
合
は
、
腹
式
と
違
っ
て
術

後
回
復
が
早
く
、
術
後
の
苦
痛
も
少
な

く
て
済
む
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
手
術
せ
ず
子
宮
筋
腫
の
発

育
を
抑
え
る
薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。

1
日
2
－
3
回
点
鼻
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
点
鼻
薬
は
、
鼻
の
奥
に
あ
る
脳
下

垂
体
と
い
う
と
こ
ろ
に
働
き
、
子
宮
筋

腫
の
発
育
を
抑
え
ま
す
。
こ
の
治
療
法

で
、
手
術
を
し
な
い
で
済
ん
だ
例
も

多
々
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
治
療
法
に
す
る
か
は
、

よ
く
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

翻も守りたいのはおもし物

＃02

　7月26日、子どもの人権相談所が

市役所会議室で行われました。

　これは、法務局と白石市人権モデ

ル地区推進協議会が「いじめをしな

い・させない・見逃さない」をキャ

ッチフレーズに開設したものです。

　　　　　　　ヒ

　　鍵、
　雪L舗
讐劃撚

監

　
、
璽
慌
．
　
　
隻
蚤

癖澄義

　
鯉

翼

　　　7月の活動

　7月26日、人権井戸端講演会「こ

とばと人権」が、仙台法務局大河原

支局長　渡邊瀞喜男氏を講師に迎え

行われました。

　当日は、消費者団体や一般から多

数の方が参加し熱心に受講していま

した。

　普段なんとなく使っている”こと

ば”にもちょっとした気配りが大切

ですね。

　　　交通ルールや人権を守って

　　　住みよい目石にしましょう

　8月5日、自石インター前で、高

齢者や子供を交通事故から守るため

に、交通安全を呼びかけました。

　　　　　　〔藤・一．一・鵜

紙む　　，＿触暫湿、！桓ご、　》　9

　
融
蛤
，

．
．
顎
扇
藤

　
　
　
控
』

　
　
　
、
－
「
ゴ
弘

　
　
　
　
篭

　
　
　
　
霧

臨一

　　　高齢化と人権

　21世紀初頭には本格的な高齢化社

会を迎えるといわれております。市

民一人ひとりが充実した一生を送る

ためにも高齢者の人権への配慮は避

けては通れない問題です。世代問の

交流を深め、高齢者の社会参加を促

進するとともに高齢者のためのボラ

ンティア活動に対する理解と参加が

求められています。

　　　お気軽に相談ください。

　市では毎月1回定例相談日を開設

しております。相談は無料で全て秘

密にされます。

人権擁護委員の皆さん

・大野　宏人　費27－2051

・細谷　教雄　岱26－3473

・斎藤　英司　費28－2701

・渡辺　郁世　奮26－2052

　山田　光彦　智25－1260

・佐藤　洋子　費26－3261



片倉家中武家屋敷「1日小関家」盈2牛2162

『お月見と古文書展』

教育委員会及び、臼石市文化体育

振興財団では，お月見と古文書展を

開催いたします。みなさまのご来場

をお待ちしております。

●開催期間　9月27日～10月6日

●開催場所

　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●内容
　・月見の展示

　・江戸時代の街道関係古文書の

　　展示
●入場料

武家屋敷観覧料で御覧いただけま

す。

●お問い合わせ先

教育委員会社会教育課文化財係

奮25－2111（内線）412、413

仙南芸術文化センター
（えずこホール）

恐0224－52－3004

FAXO224－51－1130

仙南芸術文化センター（えずこホ

ール）は、仙南2市7町の文化施設

として10月26日（土）にオープンし

ます。えずこホールが目指すのは

「住民参加型文化創造施設」。オープ

ニングは、郷土芸能、ギター・ピァ

ノの演奏、合唱など圏民の皆さんの

参加を中心にプロの演奏家を交えた

ステージで、ポランティアスタッフ

が裏で支えます。

オープン、それに先立つ見学会プ

レオープンの入場整理券は9月17日

から、中央公民館、教育委員会社会

教育課で配布します。お早めにお求

めください。

プレオープン・イベント

E・Z　U・K　O公開見学会

●日　時　10月19日（上）

　　　　　　15：00～21；00
大ホールや平士間ホールをはじめ、

楽屋、練習室、庭園などをご案内い

たします。（どなたでもご参加いた

だけます。入場整理券は不要です。）

E・ZU・KO卜一クセッション
えずこホールの設計者やコーディ

ネーター、また地域で活躍する音楽

家たちが地域文化やえずこホールの

役割などについて語り合うトークセ

ッションです。

●日　時　10月19日（土）

　　　開場18：00開演18：30

●場　所　大ホール

●テーマ

　「えずこは何をはぐくむのか」

オープニングイベント

E’ZU・KOのうぶごえ
●日　時　10月26日（土）

　　　・13：30開場　14115開演

●場所大ホール

AZ9ジュニア・アクターズOB
や圏域の子供たちによるミュージカ

ル仕立ての記念式典です。シアター

としての大ホールを披露いたします。

舞と音と神々のえずこ

●日　時　10月26日（土）

　　　・15：00開場　15：30開演

●場所平士問ホール
　　　〈舞と音と神々のえずこ＞

えずこを巡る創作神話を、仙南圏

域2市7町が誇る伝統芸能でつづり

ます。

E・ZU・KOのうぶごえ／コンサート

●日　時　10月26日（土）

　　　・17：15開場　17145開演

●場所大ホール
圏域の人々による合唱やギター演

奏、プロのピアニストや木管アンサン

ブルでつづるコンサート。コンサート

ホールとしての大ホールのご披露です，

※公開見学会以外は、それぞれ入場

整理券が必要です。

國

ひ・斧》ば

　L旧RARY　NEWS
★今月の書棚（こども読書室）

女の子と男の子のための

　　　料理と手芸
　小学上級～中学生向［全10巻］

　　　　　　　ポプラ社

　　　　掌蕪“妙舗奮黙
　　　　1　　　馴

特徴1家庭科の授業やクラブ活動，自由研究

で、子ともたちが楽しんで活用できる作り方

シリーズです，誰もが「これなら作ってみた

い」と思うメニュー＆グッズが満載！

1．パソコンなんてもういらない

　　　　　　　息吹友也著
2．最新・四柱推命　　　　　マダム王玲著

3．マッフうレ県別情報版　岩手県　昭文社編

4．ロングステイガイドブック

　　　　　ロングステイ財団著
5．「いじめ」と幼児期の子育て平井信義著

6，ウィークエンドに読む経済学丁ODAY

　　　　T・G・バックホルツ著
7．勝つ人事，負ける人事　　　江坂　彰著

8，ボケない生き方革命　　　金子満雄著

9，トコトンわかる薬の本　　中原保裕著
10．揚名時の大極拳健康長寿法

　　　　　　　楊名時編
11，魚さばき方辞典　　　　学習研究社編

12．カラダの中からきれいにやせる

　　　　　　　秋山節子著
13．東北新世紀　東北産業活【生化センター編

14，ウォルトディズニーワールド完令ガイド

　　　　　　　　講談社編
15．永訣の朝　　　　　　　　宮沢賢治著

16．暮らしのおりがみ　　　　杉村卓二著

17．物語とふしぎ　　　　　　河合隼雄著

18．贅沢貧乏のマリア　　　　群ようこ著

19，命ある限り　　　　　　　　三浦綾子著

20、謎物語　　　　　　　　　　北村　薫著

2L私の北上夜曲　　　　　　中村守男著
22，八州廻り桑山1一兵衛　　　佐藤雅美著

23．ヒュウガ・ウイルス　　　村上　龍著

24．やさしい関係　　　　　藤堂志津子著

25，代表作時代小説　平成8年度

　　　　　　日本文藝家協会編
26．平家伝説殺人事件　　　　内田康夫著

27．回想電車　　　　　　　　赤川次郎著
28．うわさ　　　　　　　　　小池真理子著

29．スピリチュアルマネージャー

　　　　リー・G・ポールマン著
30．「恐怖の館」快楽殺人

　　　　　ハワード・ソーンズ著

◆図書館利用案内◆

開館時間　火～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　10時～16時
9月の休館日

　　2、9、15、16、23、30（月末整理日）

乳製品を使った

かぼちゃのベーコン巻

陵、ン塑

■
〆

チーズとスキムミルクが

　かぼちゃの昧をひきたて

　　　　　おいしさアツプ1

〈
作
り
方
〉

①
か
ぽ
ち
ゃ
は
皮
と
種
を
取
り
の
ぞ
き

　
蒸
し
て
つ
ぶ
し
て
お
く
。
た
ま
ね
ぎ

　
し
い
た
け
は
み
じ
ん
切
り
と
す
る
。
、

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
玉
葱
を

　
妙
め
、
し
ん
な
り
し
た
ら
し
い
た
け

　
を
加
え
て
妙
め
る
。
い
ん
げ
ん
と
に

　
ん
じ
ん
は
色
良
く
ゆ
で
て
、
み
じ
ん

　
切
り
に
す
る
。
チ
ー
ズ
は
5
㎜
角
に

　
切
る
。

③
か
ぼ
ち
ゃ
に
全
て
の
材
料
を
混
ぜ
合

　
わ
せ
、
2
㎝
厚
さ
の
小
判
型
8
個
に

　
ま
と
め
べ
ー
コ
ン
で
く
る
む
。
端
を

　
つ
ま
よ
う
じ
で
と
め
て
、
フ
ラ
イ
パ

　
ン
に
油
を
ひ
き
両
面
を
焼
く
。

　
プ
チ
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
を
添
え
る

　材料＜4人分＞
かぼちゃ　・…・…・……・一300g

たまねぎ・…・……………・60g

生しいたけ………………3枚
いんげん………・…・……・40g

にんじん・・…・…・…・・…一・40g

ベーコン……一………・・8枚

スキムミルク………大さじ2

プロセスチーズ…………50g
塩・……・…………・一…一少々

こしょう…一…………・・少々

油………一噸・・……7………適宜

プチトマト………………8個

レタス……・・…………・…80g
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ロ
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．
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ヘルスメイト白石

小笠原みつ子さん

　　　　（白石）

　
最
近
の
衣
料
品
は
デ
ザ
イ
ン
や

色
柄
な
ど
が
豊
富
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
も
の
が
増
え
、
素
材
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
装
い
の
楽
し
さ
が
広
が
っ
て
い

る
反
面
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
で
目
立
つ
の
は
、

変
色
や
退
色
、
シ
ミ
や
汚
染
、
風

合
い
や
外
観
の
変
化
、
伸
縮
や
虫

食
い
に
よ
る
穴
あ
き
な
ど
の
苦
情

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に

は
三
つ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

一
、
購
入
時
の
注
意

　
繊
維
の
組
成
や
取
扱
い
表
示
、

下
げ
札
の
注
意
事
項
等
を
確
認
す

る
二
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き

　
の
注
意

　
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
、
ほ
こ
ろ
び
、

ボ
タ
ン
の
確
認
、
ま
た
品
を
預
け

る
と
き
は
シ
ミ
や
汚
れ
の
場
所
、

種
類
、
時
期
な
ど
を
詳
し
く
伝
え

る
。
そ
れ
と
購
入
時
に
つ
い
て
い

た
取
扱
い
注
意
事
項
を
伝
え
る
。

三
、
日
常
の
衣
類
の
管
理

　
汚
れ
た
ま
ま
保
管
す
る
と
シ
、
、
・

や
虫
食
い
の
原
因
と
な
り
、
ま
た

パ
ー
マ
液
や
香
水
、
整
髪
料
な
ど

は
変
色
や
退
色
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
衣
類
購
入
時
の
素
材
、
サ
イ

ズ
価
格
の
札
を
保
管
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
六
六
一

1．図囹圖回・

（∪ D

オ

、
．

クリーニングの
　トラブルを防ぐには

孝
雪

食　パ　ン
　品目

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しよ　　ゆ

サラダ油
マーガリン
牛　　　乳
バ　 タ

ティッシュペーノ～一

ラ　ッ　プ

規　　格
並食1袋　6－8枚切

薄力粉　Hくg

袋入り100g

上白糖1Kg
上級濃口14ポリ容器入り

ポリ容器入り　1，500g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　2259

400枚（200組）紙箱入1）

幅30cm　長さ20m

平均価格　対前年同月比

　　10
　　1　十　676

137

179

　十19219

　　4
271

　十58410

　　17173

　十11196

　　40320

　十　679

　十　6194

高値
165

193

　82
258

298

498

198

228

348

　80
198

安値
128

148

　70
188

198

348

128

168

ワ98

　76
178

アルミホイル
　品目

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　油
レギュラーガソリン

軽　　油
ブロパンガス

規　　格
巾冨25cm　　長さ8m

綿臓聯厭榊，謙小型1211g

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシヤツ

外食並1皿
18ぞ店頭価額
18ε酉己達半斗3ムf面客貢

1ぞ現金

14現金
10m

　調査年月目：平成8年8月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年同月比

　　　　　　　78　　十　18　　　　　108　98
　　　　　　　498　　　33　　　　　597　527
　　　　　　1，600　　十110　　　　2，3002，050

平均価格

　　　　　　6，300　　　27　　　　　8，5007，133

　　　　　　　98　　十　1　　　　　250　145
　　　　　　　550　　十110　　　　　1，200　680
　　　　　　　702　　十87　　　　　828　781
　　　　　　　792　　十　61　　　　　864　843
　　　　　　　97　　　8　　　　　103　101
　　　　　　　69　　十　1　　　　　82　76
　　　　　　4，050　　－195　　　　　5，5114，863



　輝いています。今のあなた
★ の

’
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至

白石市外二町組合（公立刈田綜合病院・宮城県不忘園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員を募集します。

交通事故死半減；を目指して

　　第6回「私の提冒」募集中

●職種（勤務場所）、採用予定人員

看護婦（公立刈田綜合病院）若干名

理学療法士（　　　〃　　）若干名

診療放射線技師（　〃　　）若干名

介護員（宮城県不忘園　　）若干名

●応募資格

【介護則

　昭和46年4月2日から昭和54年

4月1日までに生まれた方で、高校

卒業以上の方または卒業見込みの方

【看護婦、理学療法士、

　　　　　診療放射線技師】

　昭和37年4月2日から昭和52年4

月1日までに生まれた方で、受験し

ようとする職種の免許を有する方ま

たは平成9年4月30日までに免許を

取得する見込みの方

●試験日時

・第1次試験

　試験日　平成8年10月13日（日）

　　　　午前10時～12時

　試験種目　作文試験

・第2次試験

　試験日　　11月上旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査

●採用予定日

　平成9年4月1日以降

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ公立刈田綜合病院庶務課人

事係へ提出してください。

●申込受付期間

　平成8年9月30日（月）まで

※受験手続、その他受験に関する問

　い合わせは、公立刈田綜合病院庶

　務課人事係へ盈25－2145（内線）323

白石城歴史探訪ミュージアム
　　　　　立体八イビジョン映画エキストラ募集ノ

　白石城歴史探訪ミュージアムで上

映する立体ハイビジョン映画に出演

するエキストラを募集します。

大坂夏の陣での片倉小十郎重長の活

躍をテーマとしたもので制作につい

ては、（財）NHKサービスセンター

があたります。

●撮影日（予定）

　10月10日～18日

※出演する日は、メークをしたり、

　カツラをつけたりしますので1日

　かかると思ってください。

　雨天の場合等により出演日が変わ

　ることがあります。

※出演料等はありません。

●撮影場所市内

※撮影日毎の募集役柄・人数等につ

　いては下記へお問い合わせくださ

　い，⊃

●申込期限　9月13日

　（住所、氏名、年齢、出演可能日

　を電話にてお知らせください。）

●お問い合わせ先　市総務部振興課

　智25－2111（内線）301

蔵王ファミリー登山参加者募集

●テーマ

　「交通事故死半減をめざして」を

　テーマとする具体的な提言

●部門と応募資格

　　一・般部門　日本在住の満16歳以

　上（高校生を除く）の方。国籍

　は問いません。

　・高校生部門　高等学校に在学中

　の方。国籍は問いません。

●応募規定

　表紙（1枚目）に必ず下記の事項

を書き入れてください。

①部門②題名③提言要旨（200字以

内）④氏名（ふりがな併記）⑤性別

⑥郵便番号、住所（ふりがな併記）

⑦電話番号⑧生年月日⑨職業（高校

生の場合は、在学の学校名と学年）

⑩この企画を何で知ったか⑪運転免

許の有無と種類

※未発表の1作品に限り、応募作品

　は返却しません、

※著作権は（財）日本交通安全教育

　普及協会に帰属する。

●応募形式

　1，200字以上、4，000字以内で、必

ずA4版の用紙を用いる。

※手書きの場合には原稿用紙とし、

　ワープロ原稿の場合は40字×40行

　でプリントする。

●応募締め切り

　9月20日（当日消印有効）

●審査発表　平成9年2月中旬

●応募先

　〒106東京都港区西麻布3丁目24－20

　（財）日本交通安全教育普及協会

　私の提言募集係　盈03－3478－1834

※審査に関するお問い合わせには、

　一切応じません

●日　時　9月29日（日）

　　　　市役所6時30分出発
●コース　刈田峠～杉ヶ峰～不忘山

　　　　～白石スキー場

●対　象　小学4年生以上の子供と

　　　　その家族

●参加費　一人千円（保険代等）

●申込方法

　20日までに市社会教育課費25－

2111（内線）409へお申し込みください。

スパッシュランドしろいし a29－2326 9月の休館日 11日、24～27日

“’96姉妹都市国際親善水泳大会”開催

　姉妹都市4市（海老名市、登別市、

ハーストビル市、白石市）の児童・

生徒がともに集い、スポーツを通

じてさらに交流の輪を広げます。

●日　時　9月15日　8：15～11130

●場　所　スパッシュランドしろいし

●内容開会式　8：15
　　　　競技開始　　9100

　　　　種目

　　　　　自由形　50㍍・100㍍

　　　　平泳ぎ　50㍍・100㍍

　　　　背泳ぎ　50㍍・100㍍

　　　　ノ｛タフライ50葦冗・100｛万

　　　　　リレー200㍍
※なお、当日は競技終了までプール利

用ができませんのでご了承ください。

ぐ
、

瀞
第5回スパッシュランドしろいし水泳大会

●日　時　10月13日　8：30～

●場所スパッシュランドしろいし

●内容受付　8130
　　　　開会式　　9：00

　　　　種目

　　　　　自由形　50㍍・100㍍

　　　　　平泳ぎ　50㍍・100㍍

　　　　　背泳ぎ　50㍍・100㍍

　　　　　リレー　200㍍

●参加資格　小・中・一般（20歳以

下、30歳以下、40歳以下、41歳以上）

●お申し込み先

　9月30日（月）までに直接「スパ

シュランドしろいし」にお申し込み

ください。

　出場者全員に「スパッシュランド

しろいし」記録証を、また入賞者に

は金銀銅メダルを贈ります。

※なお、当日は競技終了までプール

利用ができませんのでご了承くださ

い。2階ギャラリーからの応援がで

きますのでどうぞご来館ください。

　9月より各地区に無料送迎バスが

運行いたします。ぜひご利用ください。

白石市働く婦人の家 盈25－5095 9月の休館日
2日、8日、15日、16日、

22日、23日、29日

仕事と介護「両立支援セミナー』のこ案内 ミニ展示会のお知らせ

働きながらの介護を実践するため

のさまざまな方法や制度について考

えてみましょう！！

●日　時　9月25日（水）

　　　　10二〇〇～12＝00

●場所
　白石蔵王パレスホテル（2F鳳舞）

　自石市旭町一丁目2－1費25－3111

●定員40名
●受講料無料

●内容
　講演　　「仕事と介護との

　　　　　両立のための心構え」

講師　特別養護老人ホーム暁星園

　　　　　園長　折腹　実己子

　ビデオ視聴
　　「働きながらの介護」

　・介護体験者のお話

　　　　　阿部栄理子
●共　催　（財）21世紀職業財団

　　　　　　　　　宮城事務所

　　　　　白石市働く婦人の家

●お申し込み方法

　9月1日から受け付けますので電

話か直接ご来館のうえお申し込みく

ださい ，

〈白石市役所＞

　型絵染　　8／20～9／6

　ペン習字　9／6～9／26

　油絵　9／26～10／14
〈セラビ白石〉

　型絵染　　9／6～9／26

　ペン習字　9／26～10／14

くアツギナイロン白石工場＞

　型絵染　　9／26～10／14

勤労青少年ホーム 留25－3720 9月の休館日
1日、8日、15日、16日、

22日、23日、29日

第24回アルタ祭のお知らせ‘‘アルタって最高っスよね”

　今年で24回目を迎えるアルタ祭。

利用者一同準備に頑張っておりま

すので、ぜひお越しください。

●日　時11月10日（日）

　　　　　　　　　9；30～14＝00

●会　場　白石市勤労青少年ホーム

●内容

・発表の部　10100～12：30

日本舞踊、民謡、着物着付、エ

アロビクス

・展示の部

洋裁、手編、書道、染物、華道

（池坊、小原流）

・お茶席　　10100～13：00

お茶券　　　　250円

・食堂　 11二〇〇～14：00

混ぜご飯セット　350円

・喫茶室　　10：00～14＝00

コーヒーセット　100円

・バザー　　12130～13：00
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9月1日

　内科大沼医院
　外科刈田病院
　歯科亘理歯科医院
9月8日
　内科　三浦クリニック

　外科刈田病院
　歯科　白石中央歯科医院

9月15日

　内科広瀬医院
　外科刈田病院
　歯科　吉村歯科医院

9月16日

　内科　水野クリニック

　外科堤　　医　　院
　歯科　ごとう歯科医院

9月22日

　内科海上医院
　外科橋本病院
　歯科石川歯科医院
9月23日

　内科梅津内科医院

　外科銭谷医院
　歯科広瀬歯科医院
9月29日

　内科柿崎医院
　外科宮城病院
　歯科　千木良クリニック

盈25－2582

盈25－2145

費26－2563

盈25－6854

盈25－2145

盈24－5554

a25－0283
盈25－2145

盈26－2118

盈25－2736

盈25－1181

盈24－2020

a25－1501
盈25－1616

低32－2088

盈24－3571

盈25－2010

盈26－1871

盈25－2210

奮25－2062

盈26－1131

※都合により変更になる場合があり
　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。
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※住民基本台帳から

　7月31日現在

〔 碁講演会」のお知らせ

　平成9年2月、市内の鎌先温泉で

囲碁のタイトル戦で最高位を誇る

「第21期棋聖戦」が開催されること

を記念し、伝統と国際性を持ち、誰

でも気軽に楽しめる囲碁について、

楽しい講演会を開催します。

　どうぞ、お気軽にご参加ください。

●日　　日寺　　9月29日（日）　10；30

●講　師　安倍吉輝9段

　　（日本棋院所属：宮城県出身）

　また、講演会終了後、大ホールで

安倍9段や日本棋院所属棋士による

指導碁を行います。プロ棋士が来自

して指導する初めての機会ですので

ふるってご参加ください。（参加料

無料）

●指導碁　第1回　13：00～（20名）

　　　　第2回14：30～（20名）

●定員40名
●お申し込み方法

　中央公民館（〒989－02　白石市字

寺屋敷前25－6盈26－2453）まで、住

所・氏名・電話番号を記入し、「指

導碁希望」として、はがきでお申し

込みください。

●お申し込み締め切り

　9月17日（火）（当日消印有効、お申

し込み多数の場合は抽選とします。）

ンガから来たみやぎのお母さん
　　　　　　　　　講演会』のお知らせ

●日　時　10月4日（金）

　　　　　　　　13：30～15：00

●場　所　市役所大会議室（4F）

●演題「女性としての生き方」

　　　一ファミリーは私の宝物一

●講　師　武井ラッシー二氏

〔

　　（平成7年度みやぎのお母さん）

●入場料　無料（整理券が必要です）

※整理券は、女性政策室または、各

　事務連絡所で扱っています。

●お問い合わせ先　市女性政策室

　盈25－2111（内線）661

国洪水救援金」の受付について

　「中国洪水救援金」を市福祉事務

所にて受け付けます。

　救援金は日本赤十字社宮城県支部

を通じて送金されます。

　市民の皆様のご協力をお願いいた

します。

※物資は取り扱いません。

　詳しくは、市福祉事務所保護係

盈25－2111（内線）157にお問い合わ

せください。

〔 業所統計調査にこ協力を

　10月1日、全国一斉に事業所・企

業統計調査が行われます。

　事業所・企業統計調査は、国や都

道府県、市区町村などのこれからの

行政を考えていく上で、大切な基礎

資料となるものです。

　9月下旬から調査員がお伺いしま

すので、ご協力をお願いします。

　ご不明な点は、自石市振興課統計

係（盈25－2111内線302）へご連絡願

います。

や沼での遊泳は禁止されています

　今年7月末に、白石川で遊泳中、

市内中学の男子生徒が水死するとい

う、痛ましい事故が発生しました。

二度と繰り返すことはできません。

市内においては、水泳プール以外、

川や沼での遊泳は禁止しています。

自然の川や沼はいつも状況が変化し

ますので、「いつものあの場所だか

ら」という安易な考え方は通用しま

せん。保護者の皆さん、かけがえの

ない命の大切さを教えてください。

　また市民の皆さん、川や沼での遊

泳を見かけたら「愛の…声」をかけて

ください。　白石市教育委員会より

10回みやぎ蔵王高原マラソン
　　　　　　　大会にこ声援ください

　みやぎ蔵王高原マラソンは今年で

10回目を迎えます。今年も9月15日

（祝）に開催されます、スタート及

びゴールは、国立南蔵王青少年野営

場になります。

　みなさんの温かいご支援をお待ち

しています。

　なお、当日は午前10時から12時ま

で、交通が規制されますのでご協力

ください。

●お問い合わせ先

　みやぎ蔵王高原マラソン大会事務

局（教育委員会内）盈25－2111（内

線）409へ。

月は「障害者雇用促進月間」です。

「もう一人あなたの職場に障害者」

労働省では9月を「障害者雇用促

進月間」と定め、障害者の雇用の促

進と職業の安定を図るため、啓蒙・

啓発運動を実施しております。

　これからも、一人でも多くの障害

者の方が就職の機会を得られ、働く

喜びと生きがいのある生活が送られ

るよう地域の皆さんの暖かいご支援

とご協力をお願いいたします。

　ハローワーク自石盈25－3107

　　　　　（白石公共職業安定所）

ッサージ無料奉仕

宮城県針・灸・あんま・マッサー

ジ師会白石支部では、次のとおりマ

ッサージの無料奉仕を行います。ま

た、若柳流宝梅会による舞踊の発表

もあります。お気軽にどうぞ。

●日　時　9月15日　敬老の日

　　　　13：00～15：00

●場所
　白石市老人福祉センター

　行雲荘　福岡蔵本薬師堂23

　盈25－3660

●対　象　市内在住の70歳以上の方

〔
だ

の点検整備をしましょう

　人間の健康診断と同じように、車

にも健康診断が必要です。

　車の状態を把握し、安心して乗り

続けるために日常点検、定期点検整

備を行いましょう。

　運輸省では、安全で快適な車社会

の実現のため、9月1日から10月31

日までの間「自動車点検整備推進運

動」を全国的に実施しています。

　詳しくは、宮城陸運支局

　　　　　　盈022－235－2516まで。

だ
澤賢治一その愛一」を鑑賞しませんか

　今年は宮澤賢治の生誕100年に当

たります。

　それを記念して「宮澤賢治一その

愛」（主演：三上博史）が9月14日

に全国一斉公開されますが、白百き

づくりの会では、封切り直後の9月

15日、この映画の上映会を行います，

この機会に是非ご鑑賞ください。

●日　時　9月15日（日）

　　　　！8：00～20＝00

●会　場　中央公民館大ホール

●入場料

　大人・高校生　1，200円

　（当日1，500円）

・小・中学生800円
　　　　　　　秘
　（当日1，000円）

・ペア券（組合わせ自由）

　2，000円（当日券なし）

●チケット取り扱い

　大庭スポーツ店

　小銭ずし自石店（ちろりん村）

●お問い合わせ先

　「宮澤賢治一その愛一」上映

　臼石きづくりの会事務局

　辛斤山　　　　　実　　　　　　費263879

　小銭ずし白石店　費26－2074

だ

〔　　　バス」行為の防止
　　　　　　　に協力を！

　他人の需要に応じ、自動車を使用

して旅客を運送する行為は、有償無

償を問わず自動車運送事業となり、

これを自家用バスを使用して行う

「白バス」は、道路運送法違反とな

ります。また、レンタカーを運転手

付きで借り受けることも「白バス」

を利用したこととなります。

　「白バス」は、事故を起こしても、

任意保険に未加入（加入していても

少額のことが多い）のケースもあり、

アルバイト運転者が多いということ

もあわせて考えると安全面、補償面

において、多くの問題があります。

　楽しい旅行が、暗い思い出になる

ことのないよう、法律により免許を

受けている貸切バス（青ナンバーの

バス）を利用しましょう，

だ

〔　　　月10日は全国下水道
　　　　　　　促進デーです

下水道　広げて守ろう　水の星

　今回は第36回で、全国規模で行事

が開催されます。

●下水道相談コーナーの設置

　融資あっせん、水洗化工事等下水

道に関する相談コーナーを設置しま

す。この機会に是非ご相談ください。

●場　所　市役所！階ロビー

●日　時　9月9日（月）～9月11日（水）

　　　　9：00～17：00

　　　　最終日　12＝00まで

●お間い合わせ先

　市下水道課盈25－2111（内線）273

C水園から
★碧水園茶会

　初めての方もどうぞ！！簡単にお

茶の飲み方の指導もいたします，

●日　時　9月8日（口〉・22日（日）

　　　　10＝00～15：00

●お茶券　400円

だ

！子映画鑛会
●日　時　9月20日（金）

　　　　19：00～20：30終了予定

●会　場　中央公民館大ホール

●入場料　無料
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平成6年に国際姉妹都市関係を結んだオーストラリアのハーストビル市と

は、中学生の訪問や、国際親善水泳大会などで盛んに交流しています。このと

きに翻訳などで白石市とハーストビル市の橋渡しをしたアメリカ人、ジョン・

A・デイさんは、この8月末、6年問にわたる日本での生活を終え帰国しまし

た。日本人以上に日本人だと周りから言われていたディさんですが、日本に来

るきっかけは、運命的なものだったようです。

「大学で日本語の授業を受けたのはたまたまだったんですけど（笑）、一回習っ

たらすごく面白いなと思って。そのときの先

生にJETプログラムを紹介されたんで
す。」

そのときまでまさか自分が外国に行くこと

になるとは思っていなかったと笑うデイさん

ですが、文部省のJ　E　Tプログラムで平成3
年に来日し、白石高校などで英語を教え、平　　　　　　、2　．粛

成5年からは白石市文化体育振興財団で働い　　　　　　事「

ていました。

平成6年からは国際交流に関する仕事をす

る一方、中央公民館と働く婦人の家で、英会
話を教える多忙な日々でした。　　　　　　　　　　　　気，，篭引聖

「今後のことまだ未定なんですが、せっかく

日本に6年間もいたのですから、それを生か　　　　　　　　職

せるような仕事がしたいですね。」
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「
丈

博さん、久美さんの長女

ママか5ひとこと

やさしい心を忘れないでネ

パパからひとこと

太陽のように明るく大きく育ってネ。

市

o＝‘ 周

長

人権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス
律法料無

身　　　体
障　害　者

青　少　年

農 家

こころの相談
（精神保健）

税務相談

13

13

13

13

5・25
13

毎週月・水・金

リオン
5・19
ニホン

24

13

9

　毎週
月・火・木・金

10

　3
（原則第1火）

13

■
圏
圏

10：00～12＝00

躾

10：00～15：00

10；00～15：00

10＝00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10＝30～11＝30

10＝00～15二〇〇

10：00～15：00

9＝00～17：00

10：00～12：00

9：30～11＝00

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　＠2

第2会議室　＠2

第2会議室
福祉事務所相談室＠1

第3会議室　＠3
健康センター
1階女性政策室

福祉事務所　　＠1

第4会議室　＠4

第3会議室　　⑲3

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1
仙南保健所白石支所
　（予約制）

第2会議室　＠2


